
 
資料６ 

「意見具申に向けた論点の整理（案）」に関する山田分科会長メモ 

 

４ 課題と背景（方向性）  

第１節 標準的ライフコースや家族形態を前提とした福祉制度の揺らぎ 

（家族構成の変化）   
 
山田メモ 

＊ 従来の福祉の対象にはならないが、貧困、孤立リスクが大きい世帯の増加 

 例、父母とも非正規雇用子育て、中高年未婚者親同居世帯、 

  家族がいない一人暮らし高齢者―― 

「貧困や孤立に陥らないため、どのような支援が可能なのだろうか？」   

「潜在しているニーズの予防的、発見的支援は可能なのだろうか？」 

 

第２節 地域福祉、地域コミュニティの揺らぎ 

（地域間の格差）（担い手不足）（新たな担い手・主体）（地域活動の資金）（地域

のネットワーク）（地域の相談窓口・相談員）（個人情報）（子供） 
 

山田メモ 

＊ 地域の基盤や地域活動の多様化、地域を越えたつながりの出現 

「地域の特性に応じた新しい地域（福祉）作りはどうすべきか」      

「新しい人材発掘、活用、地域を越えた新しいつながりはどう作れるか」 

 

第３節 現制度では対応が難しい様々な課題 

（高齢者）（障害者）（子供）（生活困窮者）（オンラインでのつながり）（分野横

断） 

 

山田メモ 

＊ 福祉の対象でも複合的な課題（例、高齢＋障害、虐待＋貧困） 

「分野横断的な支援はどのように可能なのだろうか？」 

 

 


